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短 報

東 北 地 方 に お け るM.avium-intracellulare Complex

分 布 のDNAプ ロ ー ブ法 に よ る検 討
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Attempts were made to identify Mycobacterium avium and Mycobacterium intra

cellulare in the M. avium—intracellulare complex (MAC) isolated in the Tohoku district of 

Japan by using DNA probes (Gen-Probe Rapid Diagnostic System) which are specific for 

M. avium, M. intracellulare and M. tuberculosis complex, respectively. In the Tohoku 

district, the ratio of M. avium isolates (80%) exceeded that of M. intracellulare isolates. It 

was thus shown that, in the Tohoku district where no data concerning the ratio of M. 

avium to M. intracellulare isolates had been available, the ratio of M. avium by far 

exceeded that of M. intracellulare.
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近年,本 邦では非定型抗酸菌症患者の増加が報告され

てお り1),各 種 非定型抗酸菌間の鑑別,同 定が以前にも

増 して重要となっている。その同定には従来,生 化学的

検査を組み合わせて同定する方法が用いられてきたが,

この方 法 で はM.aviumとM.intracellulareの 鑑 別

は き わ め て困 難 で あ り,多 くの 場 合M.avium-intra-

cellulare complex(以 下,MAC)と して 記載 す る方

法 が と られ て き た。

*From the Department of Internal Medicine, Research Institute for Tuberculosis and Cancer, 

Tohoku University, 4-1 Seiryo-machi Aobaku, Sendai 980 Japan.
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Table Percent Hybridization of MAC in TOHOKU District with

 DNA Probes Specific for M. avium, M. intracellulare 

and M. tuberculosis

最近,DNAプ ローブ法の進歩により抗酸菌の同定が

簡便 に行えるようになり,MACの 分布についても本邦

での成績が次第に報告されつつある2)～4)。しかしながら,

東北地方における分布についてはこれまでのところ報告

がま った くなか った。われわれは東北地方 における

MACの 分布をDNAプ ローブ法を用いて検討 し,以 下
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の結果を得たので報告する。

対象とした菌株は1988年 か ら91年 に臨床分離された

ナイアシン陰性のMAC計35株 で,そ の内訳は東北大

学抗酸菌病研究所附属病院で分離 された6株,仙 台厚生

病院で分離された23株,岩 手県立中央病院で分離され

た6株 である。また,標 準菌株としてM.auium ATCC

 25291株,M.intracellulare ATCC 15985株,お よび

.M.tuberculosis H37RV株 を使用 した。

菌 株 の同 定 はGen-Probe迅 速 同 定 キ ッ ト(Gen-

Probe社)を 用 い,キ ッ ト添 付 の 標 準 マ ニ ュア ル に 従

い,次 の よ う に して 行 った 。 す な わ ち,1%小 川 培地 上

37℃,3～4週 間 培 養 菌 を 用 い,McFarl and No.1濃

度 に調 整 した蒸 留 水 菌 浮 液 を 溶 菌 剤(ラ ウ リル 硫 酸 ナ ト

リウ ム)含 有 チ ュ ー ブ に分 取 し,超 音 波 処 理 を 行 い,リ

ボ ソー ムRNAを 抽 出 した。 この 抽 出 液 にM.auium,

 M.intracellulare,ま た はM.tuberculosis complex

の そ れ ぞ れ に 特 異 的 な1物 標 識 単 鎖DNAプ ロ ー ブ溶

液 を加 え,72±1℃ で1時 間 イ ンキ ュ ーベ ー ト し,各 特

異DNAプ ロ ー ブ と相 補 的 な リボ ソ ー ムRNAに125I-

DNA・RNAハ イ ブ リ ッ ドを 形 成 させ,ヒ ドロ キ シ ア

パ タイ トに吸 着 させ た。 次 に遠 心 分 離 等 の 洗 浄 操 作 に よ

り未 反 応 の プ ロ ー ブ を除 去 し,得 られ た沈 渣 中 の 放 射 活

性 を γ-カ ウ ン タ ー(UNITED TECHNOLOGIES

 PACKARD,A500C)に て 計 測 した。96ハ イ ブ リダ イ

ゼ ー シ ョ ン値 は次 式 よ り算 出 した。

Samplecpm-Backgroundcpm

/ Totalcpm
×100

%ハ イ ブリダイゼーション10%以 上 を反応陽性とし

て,菌 種の同定を行 った5)。

東北地方の計3施 設で分離された35株 の%ハ イブリ

ダイゼーション結果をTableに 示 した。

使用したプローブは上記の3種 類であり,結 果を菌株

毎に表示 したが,M.auiumの プローブと反応する株

が多く,80%を 占めた。

こ こでNo.1～9株 はM.auium標 準 株 に比 較 して

高 い%ハ イ ブ リダイ ゼ ー シ ョ ン値 を示 して い るが,こ れ

は これ らの 株 か ら調 整 した菌 液 濃 度 が高 か った こと に よ

る もの と考 え られ る。

Saito3),水 谷4)ら は,DNAプ ロ ー ブ 法 に よ りわ れ

わ れ と同 じ方法 で全 国 の分 離 株 を用 い て検 討 し,い ず れ

もM.auiumは 東 日本 で 多 く,M.intracellulareは

西 日本 で 多 い と指摘 して い る。 しか し,い ず れ の報 告 で

も東 北地 方 の成 績 は欠 け て い た。 わ れ わ れ の今 回 の検 討

成 績 で はM.auiumが8割 とM.intracellulareよ り

多 く,Saito,水 谷 ら の報 告 を裏 づ け る結 果 で あ った。

す な わ ち,M.auiumが 東 日本 で多 く,M.intracel-

lulareが 西 日本 で 多 い とい う事 実 が確 認 さ れ た。

今回の対象株数 は35株 と未だ少数であり,さ らに,

岩 手県 で分離 された6株(No.26～31)は3株 が.M.

auium,3株 がM.intracellulareと 同定 されており,

この検討はさらに継続 していく必要があると考えている。

M.auium症 とM.intracellulare症 の臨床像を比

較 した場合,M.auium症 は合併症を伴 うものが多 く6),

化 療成績においては再化療の成績が不良であり4),さ ら

に薬剤感受性 では耐性例が多いことが指摘されてい

る3)4)6)。また,従 来の臨床報告でもMAC症 の治療効果

は東 日本の方がやや不良であると言われている。これは

今回のわれわれの検討でも確認されたように,東 日本で

はM.auiumの 分離頻度が高いためと考え られる。 し

たがって,。M.auiumの 分離頻度の高い東北地方では

MAC症,と りわけM.auium症 に対する治療法の確

立が望まれる。
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